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平成12年度の現代国際社会ゼミナールⅠ（樫田ゼミ：4年次生4名、3年次生2名）  

では、従来にひきつづきエスノメソドロジーを中心的に扱った。研究発表部分では、各学  

生に分析データそのものを提示しながら議論するよう要請し、討論における質疑内容が無  

駄にならないよう配慮した。   

なお、卒論生の濱松真理子氏は、テーマが非エスノメソドロジー的なもの（「過疎地研  

究」）だったため、学部のゼミに加え、大学院の授業（人間自然環境研究科人間環境専攻  

の共通科目「四国地域社会論」）にオブザーバーとしてでてもらい、研究の検討を行った。   

また、阿部智恵子氏および梯恭一氏の両氏は、それぞれ「樫田研究室所属の大学院生」、  

「ゼミ論集の応援執筆者」として今回原稿を書いてもらった。「現代国際社会ゼミナール  

I」に通年でオブザーバー参加していた本学大学院生の久喜はるみ氏には、授業中に論文  

の改善につながる多くのコメントをもらった。   

先輩一後輩の関係に基づいて授業準備や調査のノウハウが伝達されていたため、予想以  

上に順調なゼミ運営を今年はすることができた。各人の「調査」テーマが早めに設定でき  

たため、ゼミ時間外の「調査」活動も比較的スムーズに行われた（多くの調査は前期中に  

撮影等のデータ収集を終えることができた）。  

扱ったテキストは以下のとおりである。   

1）教科書として、西阪仰1997『相互行為分析という視点』金子書房、上野直樹1999  

『仕事の中での学習一状況論的アプローチー』東京大学出版会、および、サー  

サスほか1粥9『日常性の解剖学一知と会話－』マルジュ社。   

2）副読本として、山崎敬一・西阪仰編1997『語る身体・見る身体』ハーベスト社お  

よび、好井・山田編1999『会話分析への招待』世界思想社。   

本ゼミ論集は、そのタイトルを『現代社会の探究』とし、上記のテキストを読みつつ各  

人が調査・研究したことを書いてもらっている。   

なお、掲載順に関しては、提出された原稿を内容にしたがって以下の2部に分け、関連  

した論文がまとまるよう編集した（論文8篇はすべて単著）。   

第1部 制度に生きる  

ビデオ分析を中JL、とした論文6本   

第2部 地域に生きる  
非エスノメソドロジー的な論文2本  
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今年の4年次生も、樫田の誘導にしたがって全員が調査（ビデオ分析、参与観察、長時  

間インタビュー）の成果を提出した。例年スペースが不足してまとめにくいという苦情を  

受けるので、今年は、執筆量の範囲をA4で8枚から20枚とし、データ的な部分も十分  

提示できるようにしたが、そのことが逆に、記述内容の絞り込み不足を招いたようだ。こ  

の点は反省している。   

3年次生には、この演習とは別に調査実習（樋口直人教官担当）の受講が義務づけられ  

ており、その報告書の執筆という重い負担も存在する。それにも関わらず、両氏とも意欲  

的題材による調査を敢行し、画期的な論文（の試作品）を執筆した。この意欲は高く買い  
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